
議
第
３
号

三
条
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

問
今
回
の
条
例
改
正
は
、
国
会
で
成
立

し
た
所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ
る
も
の
で
、
給
与
所
得
控
除

と
基
礎
控
除
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
三
条
市

で
の
給
与
所
得
者
・
年
金
受
給
者
は
何
人
で
、

全
納
税
義
務
者
中
の
割
合
は
ど
の
程
度
に
な

る
の
か
。

　

ま
た
、
給
与
所
得
控
除
の
上
限
が
収
入

１
０
０
０
万
円
か
ら
８
５
０
万
円
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
が
、
三
条
市
で
の
影
響
は
ど
の
程

度
に
な
る
の
か
。

答
対
象
と
な
る
給
与
所
得
者
は

４
万
２
２
８
０
人
、
年
金
所
得
者
は

２
万
４
１
６
０
人
、
給
与
と
年
金
の
両
方
の

所
得
が
あ
る
方
は
１
万
１
５
０
人
で
全
体
の

95
％
ほ
ど
。
上
限
の
引
き
下
げ
の
影
響
は

１
３
０
０
人
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
こ
の
改
正
に
よ
り
収
入
金
額
は
変
わ

ら
な
い
の
に
所
得
金
額
が
増
え
る
こ

と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
出
る
の
で

は
な
い
か
。

答
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
の
で
影
響
は

な
い
。

議
第
９
号

平
成
30
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補

正
予
算

問
実
学
系
も
の
づ
く
り
大
学
と
医
療
系

高
等
教
育
機
関
に
つ
い
て
、
校
舎
は

無
償
で
貸
す
の
か
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
予
定

通
り
か
。

答
無
償
提
供
す
る
。
大
規
模
改
修
な
ど

の
経
費
負
担
は
協
議
中
。
医
療
系
は

平
成
32
年
４
月
、
大
学
は
平
成
33
年
４
月
の

開
設
を
目
指
し
て
い
る
。

問
旧
大
崎
中
学
校
の
校
舎
解
体
工
事
費

に
つ
い
て
、ど
こ
を
解
体
す
る
の
か
。

下
町
遺
跡
の
活
用
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
普
通
校
舎
棟
と
特
別
校
舎
棟
を
解
体

す
る
。
報
徳
福
祉
会
か
ら
跡
地
活
用

の
要
望
が
あ
り
、
検
討
し
て
い
る
。
体
育
館

と
武
道
場
は
改
修
し
た
上
で
避
難
所
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
地
域
活
動

の
場
と
し
て
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。
遺
跡

の
保
存
に
は
十
分
配
慮
す
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
カ
タ
ロ

グ
ギ
フ
ト
な
ど
が
あ
る
。
総
務
大
臣

は
返
礼
割
合
を
3
割
以
下
と
す
る
こ
と
に
加

え
、
返
礼
品
に
つ
い
て
は
地
元
で
生
産
さ
れ

た
も
の
や
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
適
当
で

あ
り
、
良
識
あ
る
対
応
を
と
求
め
て
い
る
。

挑
発
的
で
は
な
い
か
。

答
総
務
省
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

が
、
間
違
っ
た
制
度
を
確
立
し
た
の

は
あ
な
た
方
だ
、
事
情
を
聞
き
た
い
な
ら
皆

さ
ん
が
足
を
運
ぶ
べ
き
と
言
っ
て
い
る
。
カ

タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

創
造
し
、
展
開
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
総

務
大
臣
の
通
知
を
甚
だ
し
く
逸
脱
し
て
い
る

認
識
は
な
い
。

問
高
等
教
育
機
関
の
土
地
購
入
費
に
つ

い
て
、
実
学
系
も
の
づ
く
り
大
学
と

医
療
系
高
等
教
育
機
関
と
に
分
け
て
土
地
購

入
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
分
筆
登
記
す
る

の
か
、
実
学
系
と
医
療
系
の
購
入
面
積
の
案

分
割
合
の
根
拠
は
何
か
。

答
予
算
上
は
区
分
し
て
い
る
が
敷
地
は

一
体
で
購
入
す
る
。
面
積
の
案
分
は
、

専
用
部
分
と
共
用
部
分
と
に
区
分
し
、
共
用

部
分
を
学
生
数
な
ど
に
よ
り
案
分
し
た
も
の
。

議
第
10
号

動
産
の
取
得
に
つ
い
て

問
今
回
取
得
す
る
小
型
除
雪
車
は
1.3
㍍

幅
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
車
両
が
必
要
に

な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
当
初
予
算
に
計
上
し

て
あ
る
８
ト
ン
級
２
台
の
取
得
は
ど
う
な
る

の
か
。

答
当
初
は
除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
更
新
を
予

定
し
て
い
た
が
、
今
冬
の
大
雪
の
状

況
を
踏
ま
え
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
購

入
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

道
路
拡
幅
や
歩
道
除
雪
な
ど
機
動
的
な
活

用
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

議
第
11
号

平
成
30
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補

正
予
算

問
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
よ
る
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
調
査
費
が
計

上
さ
れ
た
が
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
。
ま
た
調
査
、
研
究
を
行
っ

た
結
果
、
三
条
市
に
と
っ
て
期
待
さ
れ
る
効

果
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
市
内
に
あ
る
剪
定
枝
や
間
伐
材
、
も

み
殻
な
ど
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃

料
と
し
て
熱
供
給
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
固
化
す
る
設

備
を
試
作
開
発
し
、
そ
の
燃
焼
性
を
評
価

し
て
、
今
後
の
事
業
可
能
性
を
研
究
す
る

も
の
で
あ
る
。

6月定例会では、
4会派が大綱質疑
を行いました。

疑

大
綱
質

市政の 　を
問いました
？

　

当
市
の
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
て
あ
る
循

環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
も
の

で
あ
る
。

問
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
転
換

理
解
促
進
事
業
補
助
金
を
受
け
て
、

も
の
づ
く
り
技
術
を
生
か
し
た
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
構
築
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
今
ま
で
の
事
業
と
の
つ
な
が

り
、
今
回
対
象
と
な
っ
た
事
業
と
は
何
か
。

答
平
成
27
年
３
月
に

三
条
市
バ
イ
オ
マ

ス
活
用
推
進
計
画
を
策
定

し
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の

活
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
間
伐
材
等

を
利
用
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
も
の

づ
く
り
の
技
術
を
生
か
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
平
成
29
年
３
月

に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
が
本
格
稼
動
を
開
始

し
た
。

　

三
条
市
に
お
け
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
賦
存
量
※
１

や
公
共
施
設
に
お
け
る
熱

需
要
を
調
査
し
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
燃
料
と
し
て

固
化
す
る
設
備
の
試
作
開

発
を
行
い
、
そ
の
燃
焼
性

を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

討 論

  

日
本
共
産
党
議
員
団

議
第
３
号　

三
条
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

こ
の
一
部
改
正
は
国
の
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
必
要
な
改
正
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

中
小
企
業
者
の
一
定
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
、

課
税
標
準
額
を
ゼ
ロ
に
す
る
改
正
は
必
要
な
こ

と
だ
が「
地
方
経
済
の
け
ん
引
」
を
う
た
っ
て
一

部
企
業
の
み
に
支
援
を
特
化
す
る
経
済
政
策
に

な
り
か
ね
な
い
。
三
条
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
反
対
す
る
。

議
第
９
号　

平
成
30
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補

正
予
算

　

高
等
教
育
機
関
費
の
う
ち
実
学
系
も
の
づ
く

り
大
学
施
設
建
設
事
業
費
８
億
２
１
８
５
万
円

の
土
地
購
入
費
に
つ
い
て
で
あ
る
。
学
生
の
集

ま
る
魅
力
が
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
核
と

し
た
教
育
課
程
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が

成
り
立
つ
条
件
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

受
け
入
れ
先
と
し
て
基
本
的
に
は
７
２
０
社
の

協
力
が
必
要
だ
が
未
知
数
だ
。

　

応
募
す
る
学
生
か
ら
見
て
実
学
系
も
の
づ
く

り
大
学
を
選
ぶ
決
定
的
な
プ
ラ
ス
要
因
は
な

い
。
ま
た
、
企
業
か
ら
見
て
他
の
大
学
よ
り
も

こ
の
大
学
の
卒
業
生
を
採
用
し
た
い
と
い
う
魅

力
も
希
薄
で
あ
る
。

　

高
校
の
卒
業
生
が
減
少
し
て
い
く
少
子
化

の
中
で
、
定
員
割
れ
が
生
じ
た
場
合
、
市
財

政
の
持
ち
出
し
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

市
民
と
の
合
意
形
成
の
上
で
も
、
漠
然
と
大

学
が
で
き
る
こ
と
は
好
ま
し
い
と
い
う
程
度
の

認
識
で
、
中
身
に
つ
い
て
は
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
。
実
学
系
も
の
づ
く
り
大
学
の
計
画
に
は
無

理
が
あ
る
の
で
土
地
購
入
費
に
反
対
す
る
。

議
第
９
号　

平
成
30
年
度
三
条
市
一
般

会
計
補
正
予
算　

実
学
系
も
の
づ
く
り

大
学
施
設
建
設
事
業
費
、
用
地
取
得
に

つ
い
て
反
対

　
「
限
ら
れ
た
予
算
を
市
民
的
に
使
う
」

と
い
う
原
理
原
則
か
ら
考
え
て
、「
実
学

系
も
の
づ
く
り
大
学
」
は
優
先
度
が
極

め
て
低
い
。

　
「
市
民
に
過
度
な
負
担
を
か
け
ず
に

安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」

と
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
市

民
の
負
担
は
増
え
こ
そ
す
れ
減
ら
ず
、

逆
に
サ
ー
ビ
ス
は
減
り
こ
そ
す
れ
増
え

な
い
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
「
支
払
い
の
平
準
化
」、「
世
代
間
の

負
担
の
公
平
」
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る

が
、
今
で
さ
え「
後
世
に
負
担
を
強
い
る

負
債
の
先
送
り
状
態
」
で
あ
る
。

　

親
の
負
の
遺
産
は
相
続
放
棄
が
で
き

る
が
、
自
治
体
の
負
の
遺
産
は
将
来
世

代
に
は
逃
げ
よ
う
が
な
い
。

　

少
子
化
対
策
を
声
高
に
言
う
な
ら
、
将

来
世
代
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
未
来
の

た
め
に
借
金
を
残
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

著
し
い
世
代
間
の
不
公
平
は
、「
財
政

的
児
童
虐
待
」
と
言
わ
れ
る
。

　

赤
字
財
政
の
解
消
の
め
ど
も
立
て
ず

に
、
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
し
て
い
る

状
態
が
三
条
の
財
政
で
あ
る
。

　

受
益
と
負
担
の
関
係
を
曖
昧
に
し
た

ま
ま
場
当
た
り
的
に
財
政
を
運
営
し
て

き
た
結
果
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
議
第
９
号
に
反
対

す
る
。

※
１  

理
論
的
に
導
き
出
さ
れ
た
量
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